
 

今年度もよろしくお願いします 
校長 船津 慎一 

 

校庭の桜の花が満開となり、始業式を一緒に祝ってくれました。校庭に整列する一つ進級

した子どもたちの表情は、緊張感もありましたが皆笑顔でした。８日にはピカピカの笑顔の

18人の１年生が入学しました。総勢 102人の緑小の子どもたちは、今年度も仲間や家族、地

域の方々とともに、多くの出会い、様々な経験をとおしてさらに成長していきます。教職員

も人事異動により新たな顔ぶれとなりました。これまでの緑小の良さを生かして、さらに充

実した教育活動を展開してまいります。 

 

本校の学校教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も引き続き同じ学校教育目標を掲げています。緑中学校の学校目標「主体的に生き

る」にもつながるよう、児童一人一人が、自らの力で、多くの仲間とともに成長することを

願いつつ、指導にあたります。転ばぬ先に杖をつくのではなく、安心して転び、失敗するこ

とができる学校を目指し、保護者と地域の皆様のご理解とご支援、ご協力を得て教育活動に

取り組んで参ります。 

４月 25 日に授業参観・懇談会を予定しております。懇談会では保護者の皆様が感じられて

いることを共有し、保護者の皆様と共に歩み、子どもたちの成長を支えていければと考えてい

ます。この機会に多くのお声をお聞かせください。 

今後も学年だよりや学校だより、マチコミ等をとおして、子どもたちの学校での様子をお伝

えし、多くの皆様と情報を共有して参ります。緑小学校は保護者の皆様と地域の方々としっか

りと手を携えて、一人一人の子どもたちを育てていきたいと思っています。どうぞ、今年度も

よろしくお願いいたします。 

 

2025 

緑小だより １号 

令和 7 年４月 

清川村立緑小学校 

児童数 １０2 名 

家庭数   ８0 戸 

「自ら立ち」とは、自分自身で判断して行動しようとすること 

今の自分にできないことは手伝ってもらってできるようになればよい 

「何をするのか、何を手伝ってほしいのか」を自分の言葉で伝える 

「他者を認め」とは、自分も他者も最も大切なものとして接すること 

他者の考えや行動を自分の考えや行動と同じように大切にするとよい 

お互いに「考えていること」「思っていること」を言葉で伝え合う 

「未来を創る」とは、過去にとらわれず新しい発想でつくり出すこと 

新しく思い描いたことに挑戦して失敗してもまた挑戦すればよい 

「やってみよう」「失敗しても大丈夫」と言葉に出して励まし合う 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かんがえる子 基礎学力の向上と創造的に学ぶ姿勢を育み、指導方法の工夫・改善に努める。 

・「主体的・対話的で深い学び」の視点で授業改善をすすめ、創造的に学ぶ姿勢を育む。 

・変化を恐れず新しいことに挑戦する意欲をもたせ自らの学びをより豊かな学びに進化させる。 

がんばる子 特別活動などを中心として、へこたれず最後までやりとげる態度の育成に努める。 

・様々な形態の集団による活動等を通して、他者と折り合いをつけ協働する心情を育む。 

・地域社会の活動や諸行事への参加を促し、郷土の一員として貢献しようとする心を培う。 

やさしい子 道徳性を育み、自己肯定感を高め、他者を尊重する集団づくりに努める。 

・他者を認め、自分を認め、意見を交わし、人権感覚をもって集団意思を決定する力を育む。 

・インクルーシブの理念に基く仲間づくりにより、自己肯定感を高め「自立と共生」の心を培う。 

げんきな子 

 

基本的生活習慣の確立や安全教育の充実を図るとともに、体力の向上に努める。 

・基本的生活習慣を確立し、安心・安全を正しく理解し、自ら考え実践する力を身に付けさせる。 

・自分自身の身体に関心を持ち、計画的に体力向上に取り組み、その能力の向上を図る。 

令和７年度 清川村立緑小学校 学校経営全体構想 

〈学校経営の基本方針〉 
・大きな変化が速い流れで起こっている世界で、自分を信じ、互いを尊重する中で、他者と意思疎通を

図り、協調・協働し、創造する力をもって、未来を切り拓いていこうとする力を養う。 

・ふるさと清川村を愛する心とよりよく生きようとする意志を涵養し、人や社会と積極的にかかわり、

様々な交流をとおして、地域に生き、これからの社会をつくる一人の人としての自覚を促す。 

・共生社会の一員として、多様性を受け入れ、互いの人権を尊重し、「心のバリアフリー」を体現する

とともに、すべての児童が共に学び共に育つ取組（インクルーシブ教育）を推進する。 

・学校運営協議会を組織したコミュニティ・スクールとして、家庭・地域と連携・協働することにより、

三位一体（学校・保護者・地域）となって総体的且つ多面的に子どもの育ちを支える。 

学校教育目標「自ら立ち、他者を認め、未来を創る児童の育成」 

めざす学校像 
 

ざす学校像 〈めざす教職員像〉 
・自ら考え調和の中で協働する教職員 

・全力で児童を受けとめる教職員 

・試行錯誤し挑戦し続ける教職員 

 

〈保護者・地域社会の願い〉 
・健康で安全に過ごしてほしい。 

・勉強や運動に一生懸命取り組んでほしい。 

・自ら考え行動できるようになってほしい。 

めざす児童像 
～みんなの合言葉～ 

かんがえる子 ●よく見聞きし、学び、創造する子 

がんばる子   ●よく気づき最後までやり遂げる子 

やさしい子   ●友だちを思いやる行動ができる子 

げんきな子   ●自分の健康を保ち笑顔あふれる子 
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保 護 者 

 

地域社会 

学校運営協議会 
清川幼稚園 

緑小学校 

緑中学校 

 
 説明 

 

承認・意見 

 
説明 

 

意見 

連携・協働 支援・協力 

社 会 に 開 か れ た 教 育 課 程 

家庭・地域社会とつながる開かれた学校「コミュニティ・スクール」 

～これからの時代を生きる地域の子どもたちのために～ 

 

 



 

 

 

 

 

 
          ２年生                  ３年生 

 
          学習室                  ４年生 

 
         ５年生                   ６年生 

子どもたちが楽しい毎日を過ごしていけるように、職員一同精一杯努めていきます。ご協力よろしく

お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑小学校のみなさん、進級おめでとうございます。 

始業式の日の朝の黒板のメッセージを紹介します！ 

 
 

【着任式・始業式４月７日】  

全校児童１０２名で新学期がスタートしました。 

話をよく聞き、立派な態度で式に参加することが

できました。 

職員は、３月に２名の職員が離任し、この４月に

２名の職員が着任しました。どうぞよろしくお願

いします。 

着任者 教頭 石田雅樹  教諭 本田祐平 

離任者 教頭 町田一則  教諭 平山佑佳 
  



 

 

 

 

 

 
 

 ４月８日（火）、暖かな春の風に誘われ桜の花びらが舞う中、緑小学校の入学式を無事に行うことが

できました。すきなことが見つかるよ、なんどでも挑戦できるよ、がんばることが大切だよ、と担任

からのメッセージとパフォーマンスに、子どもたちも笑顔を見せてくれました。また、２年生のみなさ

んも１年生に向けて歓迎のパフォーマンスを行いました。この日のために練習してきた成果が表れ堂

々と発表することができました。１年生のみなさんの健やかな成長をみんなで支援していきます！ 

 

                

 

 

 

 

 

 １８名の新１年生のみなさん  入学おめでとうございます！ 
 

はじめての給食メニュー 
 

赤飯 豆腐ハンバーグ 

ブロッコリーのおかかあえ 

はなふのすまし汁  

手作りゼリー   

        

 
児童の安全確保のため下校班に付き添い、一緒に下校してくださると助かります。ひまわり

放課後児童クラブ入所児童は児童クラブに向かいます。 
 

【集団下校指導４月９日】 

大雨・台風・大雪などの際

に緊急時下校班で引率下

校します。職員は通学路

途中のポイントまで引率

します。お迎えの可能な

保護者は、通学路を徒歩

で迎えに来てください。 


